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(57)【要約】
　本発明は、基材（７）の表面上に構造化された又は全
面の基層を電着塗装する装置（９）であって、カソード
として接続可能であり、且つ電着塗装中は喜蔵（９）に
接触する少なくとも１個の回転可能に装着されたカソー
ドとして接続可能なローラー（２）を含む、少なくとも
一種の電解液浴（３）を有し、
基層（９）が、塗装の間、電解液浴（３）中に収容され
た電解液（５）によって覆われ、且つ少なくとも一個の
ローラー（２）に対して相対的に移動する装置に関する
。少なくとも一個のカソードとして接続可能なローラー
（２）は、基層（９）との接触の間はカソードとして接
続され、基層（９）との接触がなくなると直ちに無極又
はアノードとして接続される。本発明はさらに、基材（
７）の表面上に、構造化された又は全面の基層（９）を
電着塗装する方法であって、基層（９）を、電解液（５
）で囲まれて、カソードとして接続可能な少なくとも一
個のローラー（２）により接触する方法に関する。カソ
ードとして接続可能なローラー（２）が基層（９）及び
／又は基材（７）と接触する際はカソードとして接続さ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材（７）の表面上に構造化された又は全面の基層（９）を電着塗装する装置であって
、
カソードとして接続可能であり、且つ電着塗装中は基層（９）に接触する、少なくとも一
個の回転可能に装着されたローラー（２）を含む、少なくとも一個の電解液浴（３）を有
し、
基層（９）が、塗装の間、電解液浴（３）中に収容された電解液（５）によって覆われ、
且つ少なくとも一個のローラー（２）に対して相対的に移動し、
カソードとして接続可能な少なくとも一個のローラー（２）が、基層（９）と接触する間
はカソードとして接続され、基層（９）との接触がなくなると直ちに無極またはアノード
として接続されることを特徴とする装置。
【請求項２】
　基層（９）を有する基材（７）が電解液浴（３）を通して輸送される間、カソードとし
て接続可能な少なくとも一個のローラー（２）が、電解液浴（３）中に静的に保持される
ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　カソードとして接続可能な少なくとも二個のローラー（２）が、電解液浴（３）中で連
続的に接続されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の装置。
【請求項４】
　ローラー（２）が、ローラー（２）の表面に電解液（５）が供給されるのを実質的に防
止する遮蔽材（２１）で囲まれていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記
載の装置。
【請求項５】
　遮蔽材（２１）と基材の表面（７）との間に隙間が形成されていることを特徴とする請
求項４に記載の装置。
【請求項６】
　遮蔽材（２１）と基材の表面（７）との隙間が、弾力性リップ（２３）で閉鎖されてい
ることを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　遮蔽材（２１）と基材の表面（７）との隙間が、弾力性のある表面を持つローラーで密
閉されていることを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項８】
　アノード（２９）が、カソードとして接続可能な二個のローラー（２）の遮蔽材（２１
）の間に設けられていることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　アノード（２９）が、格子状アノードとして設計されていることを特徴とする請求項８
に記載の装置。
【請求項１０】
　アノード（２９）領域における二個の遮蔽材（２１）の間に電解液を供給することがで
きることを特徴とする請求項８又は９に記載の装置。
【請求項１１】
　カソードとして接続可能なローラー（２）への電気供給が、スライド接点（１９）を経
由して行われることを特徴とする請求項１～１０のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　カソードとして接続可能なローラー（２）が、基材（７）によりスライド接点（１９）
に押し付けられることを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　二個のローラー（２）がそれぞれ相互に対向し、基材（７）がその間を通過し、基材（
７）の上面（１１）及び下面（１３）上の基層（９）を同時に塗装することができること
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を特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】
　基材（７）をローラー（２）に沿って輸送する輸送装置が、ローラー（２）に面してい
ることを特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１５】
　カソードとして接続可能なローラー（２）が、回転シャフト（４１）の外周上に配置さ
れることを特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１６】
　回転シャフト（４１）が中空シャフトとして設計され、少なくとも一個のアノード（４
３）がその中に配置されていることを特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　基材（７）の表面上の構造化された又は全面の基層（９）を電着塗装する方法であって
、
基層（９）が、電解液（５）で覆われ、且つカソードとして接続可能な少なくとも一個の
ローラー（２）と接触し、
カソードとして接続可能なローラー（２）が、基層（９）及び／又は基材（７）と接触す
る間はカソードとして接続され、基層（９）及び／又は基材（７）との接触がなくなると
直ちに、この上に析出した材料を除去するために、無極又はアノードとして接続されるこ
とを特徴とする方法。
【請求項１８】
　最初の電着塗装方法の後に、基材（７）が塗装面に垂直な軸の周りを回転し、次いで再
び電着塗装方法を行うことを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載の装置あるいは請求項１７～１８のいずれか一項
に記載の方法を、プリント回路基板上の導体トラック、ＲＦＩＤアンテナ、トランスポン
ダアンテナまたは他のアンテナ構造物、チップカードモジュール、フラットケーブル、弁
座ヒーター、箔導電体、太陽電池セルまたはＬＣＤ／プラズマスクリーン中の導体トラッ
クを製造するために、電磁波遮蔽用、熱伝導用または包装材料に用いられる製品の装飾ま
たは機能的表面を製造するために、または何らかの形状の電着塗装製品を製造するために
使用する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基材の表面上に構造化された又は全面の基層を電着塗装する装置および方法
であって、カソードとして接続可能であり、且電着塗装中は基層（９）に接触する、少な
くとも１個の回転可能に装着されたローラー（２）含む、少なくとも一種の電解液浴（３
）を有し、
　基層（９）が、塗装の間、電解液浴（３）中に収められた電解液（５）で覆われ、且つ
少なくとも一個のローラー（２）に対して相対的に移動させられる装置および方法に関す
る。
【０００２】
　本発明の装置や本発明の方法は、例えば、プリント回路基板上の導体トラック、ＲＦＩ
Ｄアンテナ、トランスポンダアンテナまたは他のアンテナ構造物、チップカードモジュー
ル、フラットケーブル、弁座ヒーター、箔導電体、太陽電池セルまたはＬＣＤ／プラズマ
スクリーン中の導体トラックの製造に適している。本装置はまた、電磁波遮蔽用、熱伝導
用または包装材料用の製品の装飾表面または機能表面の形成に好適である。
【背景技術】
【０００３】
　誘電体基材上の導電性構造物の厚みを電解的に増加させる方法や装置が、例えば特許文
献１から知られている。ここに記載の装置は、柔軟な支持体の塗装に好適である。柔軟な
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支持体は、外周上にその縦軸を中心に回転可能な円柱状電極が取り付けられたローラーの
周囲に供給される。これらの電極はそれぞれ遮蔽部材により覆われている。塗装対象の構
造物が置かれた箔に接触している電極は、カソードとして接続されている。塗装対象の箔
と接触していない電極は交換されてもよい。このローラーは、好ましくは電解液中に半分
のみが浸漬している。このようにして、箔と接触していない電極上に金属が析出するのを
防ぐことができる。円柱状電極を覆う遮蔽部材は、誘電体材料、例えばゴムまたはプラス
チックでできている。
【０００４】
　特許文献１の実施様態の欠点は、柔軟な回路支持体の塗装のみにしか好適でないことで
ある。この装置では、剛直な回路支持体の塗装はできない。もう一つの欠点は、電圧が電
極に継続的にかかり、塗装対象の柔軟性支持体と接触していない電極上にも金属が析出す
ることである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＷＯ－Ａ２００５／０７６６８０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、基材の表面上に構造化された又は全面の、堅くても柔らかくてもよい
基層を塗装することが可能で、また電極上への金属の付着が減少あるいは防止される電着
塗装用装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　当該目的は、基材の表面上に構造化された又は全面の基層を電着塗装する装置であって
、
　カソードとして接続可能であり、且つ電着塗装中は基層に接触する、少なくとも１個の
回転可能に装着されたローラーを含む、少なくとも１種の電解液浴を有する装置により達
成される。塗装の間、この基層は、電解液浴に収容された電解液によって覆われ、そのロ
ーラーとは相対的に移動させられる。このローラーは、基層との接触の間、カソードとし
て接続され、基層との接触がなくなると直ちに無極又はアノードとして接続される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、連続的に接続された相互に対向するローラーを有する本発明の設計の装
置を示す。
【図２】図２は、カソードとして接続可能なローラーを回転可能なシャフト上にもつ本発
明の設計の装置を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　基層が塗装の間にローラーとは相対的に移動するとは、基層を有する基材が静的に保持
され、且つローラーがその上を移動するか、ローラーが静的に保持され、且つ基層を有す
る基材がローラーに沿って移動することを意味する。
【００１０】
　基層との接触がなくなった際にローラーを無極として接続する利点は、この間にローラ
ー上に金属析出が起こらないことである。基層との接触がなくなった際にローラーをアノ
ードとして接続する利点は、カソードとしての接続の際にローラー表面上に付着する可能
性のある金属が、この間に再び除去されることである。
【００１１】
　電着塗装可能な構造化された又は全面の基層とは、例えば、当業者には公知のプリント
回路基板製造方法により基材表面上に生成される。この場合、例えば、片面または両面が
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銅で被覆された基材を、当業者には公知のエッチング・レジスト法で処理して、構造化さ
れた電着塗装可能な銅の基層を生産する。しかしながら、当業者には公知のあらゆる他の
方法を用いることもできる。
【００１２】
　基材表面上に電着塗装可能な構造化された又は全面の基層は、さらに、例えば、構造化
された又は全面の基層上に、少なくとも亜鉛めっき可能な粒子とマトリックス材料とを含
む分散液を塗布し、塗布された分散液を少なくとも部分的に乾燥及び／又は少なくとも部
分的に硬化させ、さらに必要に応じて、少なくとも部分的にマトリックスを化学的、物理
的または機械的に除去して残留基層表面上に導電性粒子を暴露させて、製造してもよい。
堅い支持体も柔らかい支持体も、例えば、電着塗装により構造化された全面の基層を形成
可能な支持体として好適である。この支持体は、好ましくは電気非伝導性である。具体的
には、その電気抵抗は１０9Ω・ｃｍより大きい。好適な支持体としては、例えば、強化
または非強化のポリマー、具体的にはプリント回路基板用に従来から用いられているもの
が挙げられる。好適なポリマーは、エポキシ樹脂または変性エポキシ樹脂であり、例えば
、二官能性または多官能性のビスフェノールＡまたはビスフェノールＦ樹脂、エポキシ－
ノボラック樹脂、臭素化エポキシ樹脂、アラミド強化またはガラス繊維強化または紙強化
エポキシ樹脂（例えばＦＲ４）、ガラスＦＲＰ、液晶ポリマー（ＬＣＰ）、ポリフェニレ
ンスルフイド（ＰＰＳ）、ポリオキシメチレン（ＰＯＭ）、ポリアリールエーテルケトン
（ＰＡＥＫ）、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリアミド（ＰＡ）、ポリカ
ーボネート（ＰＣ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、ポリエチレンテレフタレ
ート（ＰＥＴ）、ポリイミド（ＰＩ）、ポリイミド樹脂、シアネートエステル、ビスマレ
イミド－トリアジン樹脂、ナイロン、ビニルエステル樹脂、ポリエステル、ポリエステル
系樹脂、ポリアミド、ポリアニリン、フェノール樹脂、ポリピロール、ポリエチレンナフ
タレート（ＰＥＮ）、ポリメタクリル酸メチル、ポリエチレンジオキシチオフェン、フェ
ノール樹脂被覆アラミド紙、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、メラミン樹脂、
シリコーン樹脂、フッ素樹脂、アリル化ポリフェニレンエーテル（ＡＰＰＥ）、ポリエー
テルイミド（ＰＥＩ）、ポリフェニレンオキシド（ＰＰＯ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、
ポリエチレン（ＰＥ）、ポリスルホン（ＰＳＵ）、ポリエーテルスルフォン（ＰＥＳ）、
ポリアリールアミド（ＰＡＡ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリスチレン（ＰＳ）、ア
クリロニトリル－ブタジエン－スチレン（ＡＢＳ）、アクリロニトリル－スチレンアクリ
レート（ＡＳＡ）、スチレンアクリロニトリル（ＳＡＮ）、および広い範囲の形状で存在
する上記ポリマーの２種以上の混合物（ブレンド）が挙げられる。これらの基材は、当業
者には公知の添加物を、例えば難燃剤を含んでいてもよい。
【００１３】
　従来プリント回路基板産業で用いられている他の基材も好適である。
【００１４】
　複合材料や、発泡体状のポリマー、スチロポール（登録商標）、スチロジュール（登録
商標）、ポリウレタン（ＰＵ）、セラミック表面材料、織物、パルプ、板、紙、ポリマ被
覆紙、木材、鉱物材料、ケイ素、ガラス、植物性組織や動物組織もまた、好適な基材であ
る。
【００１５】
　この基材は、堅くても柔らかくてもよい。
【００１６】
　基層は、好ましくはマトリックス材料中に電着塗装可能な粒子を含んでいる。この基層
は、例えばマトリックス材料中に電着塗装可能な粒子を含む分散液を塗布して形成される
。この導電性粒子は、いずれの導電性材料、異なる導電性材料の混合物、または導電性材
料と非導電性材料の混合物のどのような形状の粒子の粒子であってもよい。好適な導電性
材料としては、例えば、炭素、導電性金属錯体、導電性有機化合物または導電性ポリマー
または金属、好ましくは亜鉛、ニッケル、銅、スズ、コバルト、マンガン、鉄、マグネシ
ウム、鉛、クロム、ビスマス、銀、金、アルミニウム、チタン、パラジウム、白金、タン
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タル、およびこれらの合金、またはこれらの金属の少なくとも一種を含む金属混合物があ
げられる。好適な合金としては、例えば、ＣｕＺｎや、ＣｕＳｎ、ＣｕＮｉ、ＳｎＰｂ、
ＳｎＢｉ、ＳｎＣｏ、ＮｉＰｂ、ＺｎＦｅ、ＺｎＮｉ、ＺｎＣｏ、ＺｎＭｎが挙げられる
。アルミニウム、鉄、銅、ニッケル、亜鉛、炭素、及びこれらの混合物が特に好ましい。
【００１７】
　この電着塗装可能な粒子の平均粒子径は、好ましくは０．００１～１００μｍであり、
好ましくは０．００５～５０μｍ、特に好ましくは０．０１～１０μｍである。平均粒子
径は、例えばマイクロトラックＸ１００装置を用いたレーザー回折による測定平均値から
決めることができる。粒子径の分布は、製造方法により異なる。粒子径分布は通常ある最
大値をもつが、複数の最大値を持つこともある。
【００１８】
　電着塗装可能な粒子の表面は、少なくとも部分的に被覆されていてもよい。好適な皮膜
は、無機質（例えばＳｉＯ2、リン酸塩）であっても有機質であってもよい。この電着塗
装可能な粒子は、もちろん金属または金属酸化物で被覆されていてもよい。この金属も、
同様に、少なくとも部分的に酸化された形で存在していてもよい。
【００１９】
　２種以上の異なる金属を電着塗装可能な粒子の形成に用いる場合、これらの金属の混合
物を用いて行われる。これらの金属が、アルミニウム、鉄、銅、ニッケルおよび亜鉛から
なる群から選ばれることが特に好ましい。
【００２０】
　しかし、電着塗装可能な粒子が、第一の金属と第二の金属を含み、第一の金属が合金（
第一の金属との合金あるいは一種以上の他の金属との合金）の形で存在していてもよく、
あるいは電着塗装可能な粒子が二種の異なる合金を含んでいてもよい。
【００２１】
　電着塗装可能な粒子の選択に加えて、電着塗装可能な粒子の形状が、塗装後の分散液の
特性に影響を与える。形状については、当業者には公知のいろいろな可能性がある。電着
塗装可能な粒子の形状は、例えば、針状、円柱状、板状、または球状であってよい。これ
らの粒子形状は理想的な形状であり、実際の形状が、例えば製造により、ある程度これら
の形状から離れていてもよい。例えば、涙滴形の粒子は、本発明の範囲の理想的な球状形
状からのズレの実例である。
【００２２】
　いろいろな粒子形状の電着塗装可能な粒子が市販されている。
【００２３】
　電着塗装可能な粒子の混合物を使用する場合、個々の混合物の構成成分は、異なる粒子
形状及び／又は粒度を有していてもよい。異なる粒度及び／又粒子形状を有する同一の電
着塗装可能な粒子の混合物を用いることもできる。異なる粒子形状及び／又は粒度の場合
、金属（アルミニウム、鉄、銅、ニッケル、および亜鉛）や炭素もまた好ましい。
【００２４】
　上述のように、この電着塗装可能な粒子を粉末の形で分散物に添加してもよい。このよ
うな粉末、例えば金属粉は、商品として市販されており、既知の方法により、具体的には
金属塩の溶液からの電解析出または化学還元（例えば、酸化物粉末の水素還元）により、
あるいは溶融金属の噴霧または霧化、特にガスや水などの冷却剤中への噴霧または霧化に
より容易に生産できる。ガスや水中への噴霧と金属酸化物の還元が好ましい。粗い金属粉
の摩砕により、好ましい粒度の金属粉を生産してもよい。このためには、例えばボールミ
ルが適している。
【００２５】
　鉄の場合、ガスや水中への噴霧に加えて、カーボニル鉄粉末製造方法が好ましい。これ
は、鉄五カルボニルの熱分解で行われる。これは、例えば、ウルマン工業化学百科事典（
Ｕｌｌｍａｎｎ'ｓ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　Ｃｈｅ
ｍｉｓｔｒｙ）、第５版、Ａ１４、ｐ．５９９に記載されている。鉄五カルボニルの分解
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は、例えば、例えば加熱浴、加熱ワイヤまたは加熱媒体が流れる加熱ジャケットなどの加
熱装置内に置かれた、石英ガラスまたはＶ２Ａスチールなどの耐火材料製の管からなる、
好ましくは縦型の加熱型分解装置中で、高温高圧下で進行する。
【００２６】
　小板状の電着塗装可能な粒子は、製造工程の条件の最適化によりコントロールでき、あ
るいは機械的処理で、例えばアジテータボールミル中での処理により得ることができる。
【００２７】
　乾燥後の基層の全重量に対する電着塗装可能な粒子の含量は、好ましくは２０～９８重
量％の範囲である。電着塗装可能な粒子の含量は、好ましくは乾燥後の基層の全重量に対
して３０～９５重量％の範囲である。
【００２８】
　例えば、顔料親和性のアンカー基を有する結着剤や、天然および合成ポリマーとその誘
導体、天然樹脂と合成樹脂およびその誘導体、天然ゴム、合成ゴム、タンパク質、セルロ
ース誘導体、乾燥および非乾燥油類などが、マトリックス材料として好適である。これら
は、化学的または物理的に硬化可能であっても、具体的には空気硬化性、放射線硬化性ま
たは温度硬化性であっても、なくてもよい。
【００２９】
　このマトリックス材料は、好ましくはポリマーまたはポリマーブレンドである。
【００３０】
　マトリックス材料とし好ましいポリマーとしては、例えば、ＡＢＳ（アクリロニトリル
－ブタジエン－スチレン）；ＡＳＡ（アクリロニトリル－スチレンアクリレート）；アク
リル系のアクリレート類；アルキド樹脂；アルキル酢酸ビニル；アルキル酢酸ビニルコポ
リマー、特にメチレン酢酸ビニル、エチレン－ビニルアセテート、ブチレン酢酸ビニル；
アルキレン塩化ビニルコポリマー；アミノ樹脂；アルデヒドおよびケトン樹脂；セルロー
ス類とセルロース誘導体、特にヒドロキシアルキルセルロース、アセテートやプロピオネ
ート、ブチレートなどのセルロースエーテル、カルボキシアルキルセルロース、および硝
酸セルロース；エポキシアクリレート；エポキシ樹脂；変性エポキシ樹脂、例えば二官能
性または多官能性のビスフェノールＡまたはビスフェノールＦ樹脂、エポキシ－ノボラッ
ク樹脂、臭素化エポキシ樹脂、脂環式エポキシ樹脂；脂肪族のエポキシ樹脂、グリシジル
エーテル、ビニルエーテル、エチレン－アクリル酸コポリマー；炭化水素樹脂；ＭＡＢＳ
（透明なアクリレート単位含有ＡＢＳ）；メラミン樹脂とマレイン酸無水物コポリマー；
メタクリレート；天然ゴム；合成ゴム；塩素ゴム；天然樹脂；コロホニウム樹脂；シェラ
ック；フェノール樹脂；ポリエステル；フェニルエステル樹脂などのポリエステル系樹脂
；ポリスルホン；ポリエーテルスルフォン；ポリアミド；ポリイミド；ポリアニリン；ポ
リピロール；ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）；ポリカーボネート（例えばバイエ
ル社のマクロロン（Ｒ））；ポリエステルアクリレート；ポリエーテルアクリレート；ポ
リエチレン；ポリエチレンチオフェン；ポリエチレンナフタレート；ポリエチレンテレフ
タレート（ＰＥＴ）；ポリエチレンテレフタレートグリコール（ＰＥＴＧ）；ポリプロピ
レン；ポリメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）；ポリフェニレンオキシド（ＰＰＯ）；ポリ
スチレン（ＰＳ）、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）；ポリテトラヒドロフラン
；ポリエーテル（例えばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール）；ポリビ
ニル化合物、特にポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）や、ＰＶＣコポリマー、ＰＶｄＣ、ポリ酢酸
ビニル、およびそれらのコポリマー、任意に部分加水分解されたポリビニルアルコール、
ポリビニルアセタール類、ポリ酢酸ビニル類、ポリビニルピロリドン、ポリビニルエーテ
ル、液状および分散状のポリビニルアクリレートやメタクリレートやそれらのコポリマー
、ポリアクリレート、およびポリスチレンコポリマー；ポリスチレン（変性物または非耐
衝撃性）；未架橋のまたはイソシアネートで架橋されたポリウレタン；ポリウレタンアク
リレート；スチレンアクリル系のコポリマー；スチレンブタジエンブロックコポリマー（
例えば、ＢＡＳＦ社のスチロフレックス（Ｒ）またはスチロラックス（Ｒ）、ＣＰＣ社の
Ｋ樹脂）；カゼインなどのタンパク質；ＳＩＳ；トリアジン樹脂、ビスマレイミドトリア
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ジン樹脂（ＢＴ）、シアネートエステル樹脂（ＣＥ）、アリル化ポリフェニレンエーテル
（ＡＰＰＥ）があげられる。２種以上のポリマーの混合物を、マトリックス材料としても
よい。
【００３１】
　マトリックス材料として特に好ましいポリマーとしては、アクリレート、アクリル樹脂
、セルロース誘導体、メタクリレート、マタクリル樹脂、メラミンおよびアミノ樹脂、ポ
リアルキレン、ポリイミド、エポキシ樹脂、変性エポキシ樹脂、例えば二官能性または多
官能性のビスフェノールＡまたはビスフェノールＦ樹脂、エポキシ－ノボラック樹脂、臭
素化エポキシ樹脂、脂環式エポキシ樹脂；脂肪族のエポキシ樹脂、グリシジルエーテル、
ビニルエーテルとフェノール樹脂、ポリウレタン、ポリエステル、ポリビニルアセタール
、ポリ酢酸ビニル、ポリスチレン、ポリスチレンコポリマー、ポリスチレンアクリレート
、スチレンブタジエンブロックコポリマー、アルケニル酢酸ビニルと塩化ビニルコポリマ
ー、ポリアミドとそれらのコポリマーがあげられる。
【００３２】
　プリント回路基板の製造における分散用のマトリックス材料として、熱硬化性または放
射線硬化性樹脂を用いることが好ましく、例えば二官能性または多官能性のビスフェノー
ルＡまたはビスフェノールＦ樹脂、エポキシ－ノボラック樹脂、臭素化エポキシ樹脂、脂
環式エポキシ樹脂などの変性エポキシ樹脂；脂肪族のエポキシ樹脂、グリシジルエーテル
、シアネートエステル、ビニルエーテル、フェノール樹脂、ポリイミド、メラミン樹脂や
アミノ樹脂、ポリウレタン、ポリエステル、およびセルロース誘導体の使用が好ましい。
【００３３】
　乾燥後の塗膜の全重量に対する有機の結着剤成分の含量は、好ましくは０．０１～６０
重量％である。この含量は、好ましくは０．１～４５重量％であり、より好ましくは０．
５～３５重量％である。
【００３４】
　導電性粒子とマトリックス材料を含む分散物を支持体上に塗布することができるように
、それぞれの塗布方法に適した分散物の粘度に調整するため分散物に、溶媒または溶媒混
合物をさらに添加してもよい。好適な溶媒としては、例えば、脂肪族や芳香族炭化水素（
例えば、ｎ－オクタン、シクロヘキサン、トルエン、キシレン）、アルコール（例えばメ
タノール、エタノール、１－プロパノール、２－プロパノール、１－ブタノール、２－ブ
タノール、アミルアルコール）、多価アルコール（例えば、グリセロール、エチレングリ
コール、プロピレングリコール、ネオペンチルグリコール）、アルキルエステル（例えば
、酢酸メチル、酢酸エチル、プロピルアセテート、酢酸ブチル、酢酸イソブチル、酢酸イ
ソプロピル、３－メチルブタノール）、アルコキシアルコール（例えば、メトキシプロパ
ノール、メトキシブタノール、エトキシプロパノール）、アルキルベンゼン（例えば、エ
チルベンゼン、イソプロピルベンゼン）、ブチルグリコール、ジブチルグリコール、アル
キルグリコールアセテート（例えば、ブチルグリコールアセテート、ジブチルグリコール
アセテート）、ジアセトンアルコール、ジグリコールジアルキルエーテル、ジグリコール
モノアルキルエーテル、ジプロピレングリコールジアルキルエーテル、ジプロピレングリ
コールモノアルキルエーテル、ジグリコールアルキルエーテルアセテート、ジプロピレン
グリコールアルキルエーテルアセテート、ジオキサン、ジプロピレングリコールとエーテ
ル、ジエチレングリコールとエーテル、二塩基性エステル（ＤＢＥ）、エーテル（例えば
、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン）、塩化エチレン、エチレングリコール、エチ
レングリコールアセテート、エチレングリコールジメチルエステル、クレゾール、ラクト
ン（例えば、ブチロラクトン）、ケトン（例えば、アセトン、２－ブタノン、シクロヘキ
サノン、メチルエチルケトン（ＭＥＫ）、メチルイソブチルケトン（ＭＩＢＫ））、ジメ
チルグリコール、塩化メチレン、メチレングリコール、メチレングリコールアセテート、
メチルフェノール（オルト－、メタ－、パラクレゾール）、ピロリドン（例えば、Ｎ－メ
チル－２－ピロリドン）、プロピレングリコール、プロピレンカーボネート、四塩化炭素
、トルエン、トリメチロールプロパン（ＴＭＰ）、芳香族炭化水素と混合物、脂肪族炭化
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水素と混合物、アルコール性モノテルペン（例えば、テルピネオール）、水、およびこれ
らの溶媒の２種以上の混合物があげられる。
【００３５】
　好ましい溶媒としては、アルコール（例えば、エタノール、１－プロパノール、２－プ
ロパノール、１－ブタノール）、アルコキシアルコール（例えば、メトキシプロパノール
、エトキシプロパノール、ブチルグリコール、ジブチルグリコール）、ブチロラクトン、
ジグリコールジアルキルエーテル、ジグリコールモノアルキルエーテル、ジプロピレング
リコールジアルキルエーテル、ジプロピレングリコールモノアルキルエーテル、エステル
（例えば、酢酸エチル、酢酸ブチル、ブチルグリコールアセテート、ジブチルグリコール
アセテート、ジグリコールアルキルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールアルキ
ルエーテルアセテート、ＤＢＥ）、エーテル（例えば、テトラヒドロフラン）、多価アル
コール（例えば、グリセロール、エチレングリコール、プロピレングリコール、ネオペン
チルグリコール）、ケトン（例えば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチル
ケトン、シクロヘキサノン）、炭化水素（例えば、シクロヘキサン、エチルベンゼン、ト
ルエン、キシレン）、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、水、およびこれらの混合物があげら
れる。
【００３６】
　インクジェット法を用いて分散液を支持体上に塗布する場合、アルコキシアルコール（
例えば、エトキシプロパノール、ブチルグリコール、ジブチルグリコール）、グリセロー
ルなどの多価アルコール、エステル（例えば、ジブチルグリコールアセテート、ブチルグ
リコールアセテート、ジプロピレングリコールメチルエーテルアセテート）、水、シクロ
ヘキサノン、ブチロラクトン、Ｎ－メチル－ピロリドン、ＤＢＥ、およびこれらの混合物
が、溶媒として特に好ましい。
【００３７】
　液体のマトリックス材料（例えば、液体エポキシ樹脂、アクリル酸エステル）の場合、
それぞれの粘度を、塗布時の温度により、または溶媒と温度の組合わせにより調整しても
よい。
【００３８】
　この分散液は、さらに分散剤成分を含んでいてもよい。これは一種以上の分散剤からな
る。
【００３９】
　原理的には、当業者には公知のあらゆる先行技術に記載の分散液用の分散剤が利用可能
である。好ましい分散剤は、界面活性剤または界面活性剤混合物であり、例えばアニオン
性、カチオン性、両性または非イオン性の界面活性剤である。
【００４０】
　この分散剤は、分散液の全重量に対して０．０１～５０重量％の範囲で使用可能である
。この含量は、好ましくは０．１～２５重量％であり、特に好ましくは０．２～１０重量
％である。
【００４１】
　本発明の分散液は、さらに充填材成分を含んでいてもよい。この成分が一種以上の充填
材からなっていてもよい。例えば、金属被覆可能な物質の充填材成分が、繊維状、層状ま
たは粒子状の充填材を、またはそれらの混合物を含んでいてもよい。これらは、好ましく
は市販製品であり、例えば炭素や鉱物の充填材である。
【００４２】
　また、ガラス粉末、鉱物繊維、ウィスカー、水酸化アルミニウム、酸化アルミニウムま
たは酸化鉄などの金属酸化物、雲母、石英粉、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、二酸化チ
タンまたは珪灰石などの充填材または補強剤を用いることもできる。
【００４３】
　さらに他の添加物を用いることもでき、その例としては、シリカ、ケイ酸塩、具体的に
はアエロジルまたはベントナイトなどの揺変剤、またはポリアクリル酸、ポリウレタン、
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水和ヒマシ油、染料、脂肪酸、脂肪酸アミドなどの有機の揺変剤や増粘剤、可塑剤、架橋
剤、消泡剤、潤滑剤、吸水材、架橋剤、光開始剤、金属イオン封鎖剤、ワックス類、顔料
、導電性ポリマー粒子などがあげられる。
【００４４】
　充填材成分の含量は、乾燥後の塗膜の全重量に対して好ましくは０．０１～５０重量％
である。０．１～３０重量％がさらに好ましく、０．３～２０重量％が特に好ましい。
【００４５】
　本発明の分散液中に加工助剤や安定剤が、例えばＵＶ安定剤や摺動剤、腐食防止剤、難
燃剤が含まれていてもよい。これらの含量は、分散液の全重量に対して通常０．０１～５
重量％である。この含量は、好ましくは０．０５～３重量％である。
【００４６】
　この構造化された又は全面の基層は、好ましくはこの分散液を用いていずれかの印刷方
法により支持体上に印刷される。構造を有する表面上に印刷が可能な印刷方法としては、
例えば、スクリーン印刷、凹版印刷、フレキソ印刷、活版印刷、パッド印刷、インクジェ
ット印刷、ＤＥ１００５１８５０に記載のレーザーソニック（Ｒ）法、またはオフセット
印刷などのロール印刷やシート印刷法があげられる。しかし、いずれか他の当業者には公
知の印刷方法を用いることもできる。他の既存の公知の塗装方法を用いて表面に塗布する
こともできる。このような塗装方法としては、例えば、流延、塗装、ドクターブレード法
、ブラシ法、吹き付け、浸せき、ロール法、粉体塗装、流動床法などがあげられる。印刷
または塗装法で印刷された構造を有するあるいは全面の表面の厚みは、好ましくは０．０
１～５０μｍの範囲であり、より好ましくは０．０５～２５μｍ、特に好ましくは０．１
～１５μｍの範囲である。この層を、表面全巾で形成してもよいし、構造を持つように形
成してもよい。
【００４７】
　印刷方法によっては、異なる複数の微細構造を印刷することができる。
【００４８】
　あるいは、接着層を塗布した後電着塗装可能な粒子を転移させることにより基層を形成
することもできる。この場合、上述のように、この接着層の材料は、好ましくは分散液の
マトリックス材料に相当するものである。この接着層は、好ましくは印刷法で形成される
。この印刷方法は、分散液の塗布法と同一である。
【００４９】
　電着塗装可能な粒子は、例えば移動用媒体から接着層に移される。例えば、もし塗装可
能な粒子が塗布可能なら、堅い支持体も柔らかい支持体も、この移動媒体として適当であ
る。移動媒体として好適な材料としては、例えば金属、ガラス、セラミック、プラスチッ
クまたはいずれかの複合材料があげられる。
【００５０】
　基層を形成後、内部に含まれる電着塗装可能な粒子を少なくとも部分的に暴露させて電
着塗装可能な核形成部位を直接的に得て、電着塗装の際にその上に金属イオンを析出させ
て金属層を形成することもできる。もし粒子が易酸化性の材料からなる場合、場合によっ
ては、前もって少なくとも部分的にこの酸化物層を除くことが必要となる。その方法の実
施方法によっては、例えば酸性の電解液を使用する場合には、追加の加工段階の必要なく
して、電着塗装が実施される場合に同時に酸化物層の除去が起こる場合もある。
【００５１】
　電着塗装可能な粒子を暴露させる利点は、粒子を露出させて連続的な導電性表面を得る
場合に必要な基層中の電着塗装可能な粒子の含量が、粒子が露出されていない場合より約
５～１０重量％少なくなることである。他の利点は、製造された塗膜の均質性と連続性、
および高い加工信頼性である。
【００５２】
　電着塗装可能な粒子の暴露は、例えばブラシ法、摩砕、ミリング、サンドブラスト法ま
たは超臨界二酸化炭素を用いるブラスト法など機械的に、加熱やレーザー、紫外光、コロ
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ナ放電、プラズマ放電など物理的に、または化学的に実施することができる。化学的な暴
露の場合、マトリックス材料に好適な化学薬品または化学薬品混合物の使用が好ましい。
化学的な暴露の場合、マトリックス材料の表面を、例えば溶媒に少なくとも部分的に溶解
して洗い流してもよいし、適当な試薬により電着塗装可能な粒子が露出するようにマトリ
ックス材料の化学構造を少なくとも部分的に分解させてもよい。マトリックス材料を膨潤
させる試薬が、電着塗装可能な粒子を暴露させるのに好適である。膨潤により金属イオン
が電解液から流入する空洞が形成され、多数の電着塗装可能な粒子が金属化することとな
る。その後電解的に形成される金属層の結合や均質性、連続性は、先行技術に記載の方法
よりかなり優れている。多数の暴露した電着塗装可能な粒子のため金属化の処理速度も高
く、さらなるコスト的な利点を得ることができる。
【００５３】
　もしマトリックス材料が、例えばエポキシ樹脂、変性エポキシ樹脂、エポキシ－ノボラ
ック、ポリアクリレート、ＡＢＳ、スチレン－ブタジエンコポリマーまたはポリエーテル
である場合、酸化剤を用いて無電解的に及び／又は電解的に塗装可能な粒子を露出するこ
とが好ましい。この酸化剤はマトリックス材料の結合を破壊し、その結果として結着剤が
溶解して粒子が露出されることとなる。好適な酸化剤としては、例えば、過マンガン酸カ
リウムやマンガン酸カリウム、過マンガン酸ナトリウム、マンガン酸ナトリウムなどのマ
ンガン酸塩、過酸化水素、酸素、マンガン塩やモリブデン塩、ビスマス塩、タングステン
塩、コバルト塩などの触媒存在下での酸素、オゾン、５酸化バナジウム、二酸化セレン、
アンモニウムポリスルフィド溶液、アンモニアまたはアミン類の存在下での硫黄、二酸化
マンガン、鉄酸カリウム、重クロム酸塩／硫酸、硫酸または酢酸または無水酢酸中のクロ
ム酸、硝酸、ヨウ化水素酸、臭酸、ピリジニウム重クロム酸塩、クロム酸－ピリジン錯体
、クロム酸無水物、酸化クロム（ＶＩ）、過ヨウ素酸、四酢酸鉛、キノン、メチルキノン
、アントラキノン、臭素、塩素、フッ素、鉄（ＩＩＩ）塩溶液、二硫酸塩溶液、過炭酸ナ
トリウム、オキソハロ酸の塩素酸塩または臭素酸塩またはヨウ素酸塩などの塩類、過ハロ
酸の過ヨウ素酸ナトリウムまたは過塩素酸ナトリウムなどの塩類、過ホウ酸ナトリウム、
ナトリウム重クロム酸塩などの重クロム酸塩、ペルオキソ二硫酸カリウム、ペルオキソ一
硫酸カリウムなどの過硫酸塩類、ピリジニウムクロロクロメート、次亜塩素酸ナトリウム
などのハイポハロ酸塩、求電子的試薬の存在下でのジメチルスルホキシド、ｔｅｒｔ－ブ
チルハイドロパーオキシド、３－クロロ過安息香酸塩、２，２－ジメチルプロパナール、
デス・マーチン・ペルヨージナン、オキサリル塩化物、尿素過酸化水素付加物、尿素過酸
化水素、２－ヨードキシ安息香酸、ペルオキソ一硫酸カリウム、ｍ－クロロ過安息香酸、
Ｎ－メチルモルホリン－Ｎ－オキシド、２－メチルプロプ－２－イルハイドロパーオキシ
ド、過酢酸、ピブアルデヒド、四酸化オスミウム、オキソン、ルテニウム（ＩＩＩ）およ
び（ＩＶ）塩、２，２，６，６－テトラメチルピペリジニル－Ｎ－オキシド存在下での酸
素、トリアセトキシペルヨージナン、トリフルオロ過酢酸、トリメチルアセトアルデヒド
、硝酸アンモニウムがあげられる。この暴露工程を改善するために、この工程の温度を自
由にあげることができる。
【００５４】
　過マンガン酸カリウムやマンガン酸カリウム、過マンガン酸ナトリウムなどのマンガン
酸塩類；マンガン酸ナトリウム、過酸化水素、Ｎ－メチルモルホリン－Ｎ－オキシド、過
炭酸ナトリウムまたはカリウムなどの過炭酸塩類；過ホウ酸ナトリウムまたはカリウムな
どの過ホウ酸塩類；過硫酸ナトリウムまたはカリウムなどの加硫酸塩類；ペルオキソ二硫
酸および一硫酸のナトリウム、カリウム、アンモニウム塩；次亜塩素酸ナトリウム、尿素
過酸化水素付加物、塩素酸塩または臭素酸塩またはヨウ素酸塩などのオキソハロ酸の塩類
；過ヨウ素酸ナトリウムまたは過塩素酸ナトリウムなどの過ハロ酸塩類；テトラブチルア
ンモニウムペルオキシ二硫酸塩、キノン、鉄（ＩＩＩ）塩溶液、五酸化バナジウム、ピリ
ジニウム重クロム酸塩、塩酸、臭素、塩素、重クロム酸塩類の使用が好ましい。
【００５５】
　過マンガン酸カリウム、マンガン酸カリウム、過マンガン酸ナトリウム、マンガン酸ナ
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トリウム、過酸化水素とその付加物、過ホウ酸塩類、過炭酸塩類、過硫酸塩類、ペルオキ
ソ二硫酸塩類、次亜塩素酸ナトリウム、および過塩素酸塩類の使用が特に好ましい。
【００５６】
　エステル構造を有するマトリックス材料、例えばポリエステル系樹脂や、ポリエステル
アクリレート、ポリエーテルアクリレート、ポリエステルウレタン中で電着塗装可能な粒
子を露出させるためには、例えば酸性またはアルカリ性の化学物質及び／又は化学物質混
合物を用いることが好ましい。好ましい酸性の化学物質及び／又は化学物質混合物として
は、例えば、塩酸、硫酸、リン酸または硝酸の濃酸または希酸があげられる。マトリック
ス材料によっては、ギ酸または酢酸などの有機酸が好適であることもある。好適なアルカ
リ性化学物質及び／又は化学物質混合物は、例えば、水酸化ナトリウムや水酸化カリウム
、アンモニウムヒドロキシドなどの塩基または炭酸ナトリウムまたは炭酸カルシウムなど
の炭酸塩である。暴露処理を改善するために、処理温度を必要に応じてあげてもよい。
【００５７】
　マトリックス材料中の電着塗装可能な粒子を露出させるのに溶媒を用いてもよい。マト
リックス材料は溶媒に溶解するか溶媒で膨潤する必要があるため、溶媒はそのマトリック
ス材料に適したものである必要がある。マトリックス材料が溶解する溶媒を使用する場合
、基層を溶媒にほんの短時間接触させて、マトリックス材料の上層のみを溶媒和させて溶
解させる。好ましい溶媒は、キシレンや、トルエン、ハロゲン化炭化水素、アセトン、メ
チルエチルケトン（ＭＥＫ）、メチルイソブチルケトン（ＭＩＢＫ）、ジエチレングリコ
ールモノブチルエーテルである。溶解挙動を改善するために、溶解工程の温度を必要に応
じて上げることができる。
【００５８】
　また、機械的な方法を用いて電着塗装可能な粒子を暴露することもできる。好適な機械
的方法としては、例えば、ブラシ法、摩砕法、摩砕材を用いる摩砕法、またはウォーター
ジェットを用いる圧力ブラスト法サンドブラスト法または超臨界二酸化炭素を用いるブラ
スト法があげられる。硬化・印刷後の構造化された基層の最上層は、それぞれこのような
機械的な方法で除かれる。マトリックス材料中に含まれる電着塗装可能な粒子は、その際
に暴露される。
【００５９】
　当業者には公知のあらゆる摩砕材が、摩砕用の摩砕材として使用できる。好適な摩砕材
は、例えばパミス粉末である。ウォータージェットを用いる圧力ブラスト法により硬化分
散物の最上層を除くためには、このウォータージェットが小さな固体粒子を含むことが好
ましく、例えば平均粒度分布が４０～１２０μｍ、好ましくは６０～８０μｍであるパミ
ス粉末（Ａｌ2Ｏ3）や粒度＞３μｍの石英粉末（ＳｉＯ2）を含むことが好ましい。
【００６０】
　ある好ましい変形方法として、電着塗装可能な粒子が易酸化性の材料を含む場合、構造
化された又は全面の基層上に金属層が形成される前にこの酸化物層を少なくとも部分的に
除去する。この場合、この酸化物層は、例えば化学的に及び／又は機械的に除去すること
ができる。電着塗装可能な粒子から化学的に酸化物層を除くことを目的に基層を処理可能
な好適な物質としては、例えば、濃硫酸または希硫酸、濃塩酸または希塩酸、クエン酸、
リン酸、アミドスルホン酸、ギ酸、酢酸などの酸があげられる。
【００６１】
　電着塗装可能な粒子から酸化物層を除くための適当な機械的な方法は、一般的には、粒
子を暴露させるための機械的な方法と同じである。
【００６２】
　塗装に用いられる電解液の組成は、基材上の基層を覆う金属に依存する。原理的には、
基層の最も貴金属性の低い金属に対して、貴金属性が同一か高いあらゆる金属が電着塗装
に使用できる。従来より電着塗装で析出させられている金属としては、例えば、金や、ニ
ッケル、パラジウム、白金、銀、スズ、銅またはクロムがあげられる。一種以上の付着層
の厚みは、当業者には公知の従来の範囲にあり、本発明に必須のものではない。
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【００６３】
　導電性構造物の塗装に用いられる好適な電解液は、例えば、Ｗｅｒｎｅｒ　Ｊｉｌｌｅ
ｋ，　Ｇｕｓｔｌ　Ｋｅｌｌｅｒ，　Ｈａｎｄｂｕｃｈ　ｄｅｒ　Ｌｅｉｔｅｒｐｌａｔ
ｔｅｎｔｅｃｈｎｉｋ　［プリント回路技術ハンドブック］，　Ｅｕｇｅｎ　Ｇ．　Ｌｅ
ｕｚｅ　Ｖｅｒｌａｇ，　２００３，　ｖｏｌｕｍｅ　４，　ｐａｇｅｓ　３３２－３５
２により当業者には公知である。
【００６４】
　ある実施様態においては、カソードとして回転可能に接続された少なくとも一種のロー
ラーが電解液浴中に静的に保持され、基層を持つ基材が電解液浴内に輸送される。基層を
持つ基材の輸送の間に、ローラーが基層上を移動する。その際に基層が接触する。ローラ
ーが基層に接触しカソードとして接続されている限り、金属が電解液から基層上に析出す
る。連続的に金属層が形成される。
【００６５】
　厚い金属層を基層に形成するために、少なくとも２個のカソードとして接続されたロー
ラーを、電解液浴中で連続的に接続させることが好ましい。連続的にカソードとして接続
されたローラーにより基層とカソードとの接触時間が増加される。接触時間が長くなるた
め、より多くの金属が基層上に析出することとなる。この結果、基層の厚い金属塗装が可
能となる。ローラー表面上への金属溶着を減らすため、あるいは完全に防止するため、ロ
ーラーを電解液のローラー表面への供給を防止する遮蔽材で覆うことが好ましい。遮蔽材
が負に帯電して金属がその上に析出するのを防止するため、この遮蔽材自体は電気非伝導
性の材料でできていることが好ましい。遮蔽材に好適な材料としては、例えば、ＰＶＣ、
ＥＰＤＭ、シリコーンゴムなどのプラスチックがあげられる。
【００６６】
　これらの遮蔽材は、基層を持つ基材に対しては開放されており、ローラーは、この側よ
り基層に接触できる。基層または基層上に形成された金属性の塗膜を傷つけることなく遮
蔽材で覆われたローラーに沿って基材を供給するために、遮蔽材と基材の表面との間に隙
間を作ることが好ましい。隙間に沿って遮蔽材とローラー間の空間にできる限り少ない電
解液が侵入するようにするために、遮蔽材と基材の表面との間の隙間を弾力性のあるリッ
プで閉鎖することが好ましい。この弾力性のあるリップに好適な材料は、上記の基層また
は金属性塗膜の表面より硬度が低いいずれかのエラストマーである。このため、後者は損
傷を防止する。この弾力性リップに好適な材料は、例えばＥＰＤＭやシリコーンゴムであ
る。
【００６７】
　電解液は、遮蔽材とローラーの間に入るとローラー上に金属イオンを析出させて除かれ
る。弾力性リップが実質的に新鮮な電解液が流入するのを防止する。金属イオンの濃度が
減少すると、金属ローラー上への析出が減少し、相当する低濃度に達すると、析出が完全
に停止する。
【００６８】
　あるいは、弾力性リップを遮蔽材とローラーの間の隙間を閉じるのに用いることもでき
る。ローラーと遮蔽材の間の隙間を閉じても、ローラーを動かすことは可能である。遮蔽
材とローラーの間の隙間を弾力性リップで閉じると、ローラーの領域に基材がなくても、
実質的に電解液が遮蔽材とローラーの間の空間に入るのを防止することとなる。
【００６９】
　また、遮蔽材と基材表面との間の隙間を弾力性のある表面を持つローラーで実質的に密
閉することもできる。このために、この弾力性表面をもつローラーは、一方では基層を有
する基材の表面に接触し、他方では、カソードとして接続可能なローラーに接触している
。あるいは、弾力性表面をもつローラーが、一方では基層を有する基材の表面に接し、他
方では遮蔽材に接してもよい。第三の変例においては、遮蔽材とカソードとして接続可能
なローラーとの隙間を、実質的に弾力性表面をもつローラーで封鎖してもよい。このため
に、この弾力性表面をもつローラーは、一方では遮蔽材に接し、他方ではカソードとして
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接続可能なローラーに接する。
【００７０】
　もし遮蔽材とカソードとして接続可能なローラーとの隙間を、実質的にそれぞれ弾力性
のリップまたは弾力性表面をもつローラーで封鎖する場合、遮蔽材の外側にあるカソード
として接続可能なローラーの部分のみがそれぞれ電解液に接触する。しかしながら、この
領域では、カソードとして接続可能なローラーの表面に金属が析出できる。
【００７１】
　基材の表面とカソードとして接続可能なローラーの間の隙間を閉鎖すると、実質的に電
解液がカソードとして接続可能なローラーの表面に流れるのを防止する。これにより、実
質的にカソードとして接続可能なローラー上に金属が析出するのが防止される。
【００７２】
　好ましくは、この弾力性リップまたは弾力性表面をもつローラーは、塗布される構造化
された又は全面の基層を有する基材がカソードとして接続可能なローラーと接触して、基
材とローラーの間の隙間が封鎖され、電解液がローラー上に流れることなく、また同時に
カソードとして接続可能なローラーと遮蔽材の間の空間も実質的に弾力性表面をもつロー
ラーの弾力性リップにより閉鎖されるように配置される。カソードとして接続可能なロー
ラーの領域に基材がなくなり、したがってローラーが無極として接続されると、直ちにカ
ソードとして接続可能なローラーの周りで遮蔽材とカソードとして接続可能なローラー間
の空間が、実質的に弾力性リップまたは弾力性表面をもつローラーで封鎖されて、最小限
の電解液がこの空間に流入するようにすることが好ましい。このようにして、電解液が常
にカソードとして接続可能なローラーの表面から隔離され、カソードとして接続可能なロ
ーラー上への金属付着が実質的に防止される。この利点は、ローラーの交換頻度が低下し
、ローラーの使用時間が延長されることである。
【００７３】
　基材と遮蔽材との間の隙間またはカソードとして接続可能なローラーと遮蔽材との間の
隙間を封鎖可能な弾力性表面をもつローラーが、例えば金属製の、例えばスチールまたは
アルミニウムの非弾力性のコアと弾力性の皮膜とを有していてもよい。この弾力性のある
皮膜は、例えばＥＰＤＭまたはシリコーンゴムの皮膜である。あるいは、もちろん、この
弾力性表面をもつローラーが、全部弾力性のある材料からできていてもよい。しかしなが
ら、この材料は、十分な強度を持ち、弾力性表面をもつローラーが少なくとも部分的に圧
縮され、またカソードとして接続可能なローラーと基材との間で延伸されないようにする
必要がある。弾力性のある材料のみからできている場合、例えばシール用と同一の材料が
、弾力性表面をもつローラー用の材料として好適である。例えば、このローラーが、ＥＰ
ＤＭまたはシリコーンゴム製であってもよい。
【００７４】
　電解液中で電流を流して構造化された又は全面の基層上に析出を起こすためには、それ
ぞれ二つのローラーの遮蔽材の間にアノードを一つ置くことが好ましい。このアノードは
、格子状アノードとして設計することが好ましい。これにより、電解液がアノードに沿っ
て運ばれるという利点が発生する。特に個々のカソードとして接続可能なローラーが弾力
性リップまたは弾力性表面をもつローラーで封鎖される場合、アノードに沿って電解液を
輸送することで、二つのローラー間にそれぞれ十分な金属イオンを有する電解液が存在す
ることが可能となる。これは、弾力性リップまたは弾力性のある表面を持つローラーが、
それぞれ二つのカソードとして接続可能なローラー間で電解液浴内部のいろいろな領域間
での液体交換を減少させ、またさらには防止するためである。
【００７５】
　電解液輸送の代案として、可溶性のアノードを使用することも可能である。この可溶性
アノードは、構造化された又は全面の基層を電解的に覆う金属を含むことが好ましい。こ
の場合は、電気が流れる間に、可溶性のアノードからの金属が溶液に入り、次いでカソー
ドとして接続された基層上に析出する。
【００７６】
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　個々のカソードとして接続可能なローラーへの電気の供給は、例えばスライド接点で行
われる。このスライド接点は、好ましくは遮蔽材の内部に形成される。カソードとして接
続可能なローラーをスライド接点に押し付けることで電流を流し、ローラーがカソードと
して接続される。例えば、塗布される構造化された又は全面の基層をのせた基材によりロ
ーラーがスライド接点に押し付けられる。このために、これらのカソードとして接続可能
なローラーは、基材の表面に直交して分離可能となっている。カソードとして接続可能な
ローラーと接触している基材がなくなると直ちに、ある力がローラーにかかって、これを
スライド接点から分離する。基材により、カソードとして接続可能なローラーは、この力
とは反対に持ち上げられスライド接点に押し付けられる。もし基材が横方向に動かされロ
ーラーが基材の上にのっている場合、ローラーの領域において基材がない時、スライド接
点からローラーを除去するにが、一般的には重力を用いるだけで十分である。基材の位置
や輸送方向がこれと異なる場合、ローラーをスライド接点から分離するのに必要な力が、
例えばばね部品により与えられてもよい。
【００７７】
　カソードとして接続可能なローラーをスライド接点により帯電させる代わりに、例えば
ローラーが被覆される基層と接触しているかを検出するセンサーを用いることもできる。
カソードとして接続可能なローラーが被覆される基層に接触していると検知すると直ちに
、カソードとして接続可能なローラーに電圧が印加される。被覆される基層との接触がな
いとセンサーが検知すると、直ちに電流が再び遮断される。ローラーが、構造化された又
は全面の被覆された基層を有する基材と接触しているかどうかを検出するセンサーは、例
えば光学的または機械的なセンサーである。カソードとして接続可能なローラーが被覆さ
れる基層に接触しているかどうかを検出するためにセンサーを用いる場合、電解液浴の外
側に電源を作ることもできる。その際、電気の供給は、例えばローラー軸上のスリップリ
ングを経由して起こる。光学的または機械的なセンサーを用いて電気供給を制御するのは
、特に基材の厚みが非常に小さい場合に好ましい。この場合、基材の厚みは、ローラーを
スライド接点に押し付けるほど大きな距離を移動させて電気を供給するには十分でない。
例えば被覆される基層が薄い箔状の担体にのっている場合が、そのような場合である。
【００７８】
　薄い箔状担体の場合、この少なくとも一個のローラーが、当然、常時カソードとして接
続されていてもよい。前述のように、その結果として起こる金属析出は、遮蔽材を使用す
ることで、従来既知のシステムに比較して大幅に減少する。このため、相当するコスト削
減が可能となる。これは、ローラーの使用時間が延長し、保守時間が減少するためである
。
【００７９】
　その上に構造化された又は全面の基層を有する基材の上辺と低辺を被覆するために、あ
る実施様態においては、二本のローラーがそれぞれ相互に対向し、基材がその中を供給さ
れる。このようにして、上辺の上の基層と基材の下面上の基層が、同時の塗布可能である
。相互に対向するローラーのもう一つの利点は、これらを電解液浴中で基材を輸送するの
にも使用できることである。このために、少なくともローラーのいくつかが駆動されてい
る。
【００８０】
　あるいは、ローラーに面する輸送装置により基材が輸送されてもよい。この輸送装置は
、例えば、個別に駆動される基材運搬用ローラーを有していてもよい。また、搬送装置が
、搬送ベルトを、例えば基材がのる搬送ベルトを有していてもよい。しかしながら、ロー
ラーに面する搬送装置がある場合、基材の片面のみが被覆できることとなる。この場合、
基材の下面に存在する基層に塗布するために、基材を回転させそれをもう一度電着塗装装
置に通すか、第二の装置を設けてそこに基材を通す必要がある。
【００８１】
　基材を電着塗装装置に通した後、基材を回転させることが好ましい。基材を回転させる
回転シャフトは、この場合には、基材の被覆される基層に直交して置かれる。基材の輸送
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方向から見て、当初幅広で短い構造が、回転により整列して、回転後に輸送方向から見て
、細くて長くなる。これが、個々のカソードとして接続可能なローラー接触と構造物との
接触時間を延長させることとなる。これが、構造物に析出する金属の量を増加させ、した
がって層厚を増加させる。基材を回転後、もう一度同一の装置に通してもよいし、下流の
第二の装置に通してもよい。
【００８２】
　もう一つの実施様態においては、これらのカソードとして接続可能なローラーが、回転
ローラーの外周上に設けられている。この実施様態においては、例えば、回転ローラーの
内部にアノードを設けることができる。このために、その上にカソードとして接続可能な
ローラーが設けられる回転ローラーは、中空シャフトとして設計される。基材と接触しな
いローラーは、例えば遮蔽材で覆われていてもよい。
【００８３】
　これらの遮蔽材は、中央のアノードから基材への経路の第一の電流分布を小さくし、ア
ノードとして接続された接触ローラーから補助カソードへの第二の電流の電流分布を制限
するのに用いられる。このようにして、基材の金属化の電気的効率を改善できる。しかし
、これらの遮蔽材が必ず必要があるのではない。
【００８４】
　カソードとして接続されたローラー上に析出し得る金属を除くために、すべての実施様
態において、基材上の構造化された又は全面の基層に接触していないローラーがアノード
として接続されるのが好ましい。このアノードとしての接続により、ローラー上に析出し
た金属が再度除去される。あるいは、ローラー上に析出した材料を、例えば操業を停止す
る際に洗い流すこともできる。電解液浴からローラーを取り出して、このカソードとして
接続可能なローラーを洗浄してもよい。しかしながら、ローラーを直列に配置すると、基
材が被覆されない時のみにこれが可能となる。カソードとして接続可能なローラーが回転
シャフト上に配置される場合、基層に接触していないカソードとして接続可能なローラー
を除去し洗浄することが可能である。
【００８５】
　支持体上に構造化された又は全面の基層を電着塗装する本発明の方法と本発明の装置は
、例えば、プリント回路基板上に導体トラックを形成するのに適している。このようなプ
リント回路基板としては、例えば、多層の内側レベルと多層の外側レベルを持つものや、
マイクロ－ビアチップ－オン－ボード、柔軟また剛直プリント回路基板があげられ、例え
ば、コンピューター、電話、テレビ、自動車電気部品、キーボード、ラジオ、ビデオ、Ｃ
Ｄ、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ装置、ゲーム制御装置、測定制御装置、センサー、厨房電気装
置、電気玩具等の製品に取り付けられる。
【００８６】
　フレキシブル回路支持体上の導電性構造物を、本発明の方法で被覆することもできる。
このようなフレキシブル回路支持体としては、例えば、支持体用として上述した材料から
なるプラスチックフィルムで、その上に導電性構造物が印刷されたものがあげられる。本
発明の方法と本発明の装置は、さらにＲＦＩＤアンテナ、トランスポンダアンテナまたは
他のアンテナ構造物、チップカードモジュール、フラットケーブル、弁座ヒーター、箔導
電体、太陽電池またはＬＣＤ／プラズマスクリーンの導体トラック、キャパシター、箔キ
ャパシター、抵抗体、対流放熱器または電気ヒューズの製造に好適である。例えば、二次
元成型または三次元成型の相互接続装置も、本発明の方法により製造できる。
【００８７】
　また、有機電子部品への接続用のアンテナを製造したり、電気非伝導性材料の表面に電
磁遮蔽用の塗装をすることができる。
【００８８】
　さらに、燃料電池用途のバイポーラ板の流動場において利用可能である。本発明の方法
と本発明の装置の応用範囲は、非伝導性の金属化基材の、特にスイッチやセンサー、電磁
波の吸収器またはガスバリア、または装飾部材、特に自動車、衛生器具、玩具、家庭用品
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、事務用品用の装飾部材、さらには包装材や箔としての用途の基材の安価な製造を可能と
する。本発明は、また、紙幣やクレジットカード、身分証明書などのセキュリテイ印刷の
分野に応用可能である。本発明の方法を用いて、織物を電気的かつ磁気的に機能化させる
こともできる（アンテナ、送信器、ＲＦＩＤとトランスポンダアンテナ、センサー、加熱
部品、静電防止（プラスチック用も含む）、遮蔽材等）。
【００８９】
　さらに、複合電子部品上に接点または接触パッドまたは配線を形成することもできる。
【００９０】
　本発明の方法と本発明の装置はまた、同様に、例えばプリント回路基板、ＲＦＩＤアン
テナまたはトランスポンダアンテナ、フラットケーブル、箔導電体（上部と下部のプリン
ト回路基板間のスルー接触を視野にいれる）などの中の、穴やバイアス、めくら孔などの
金属化に用いることができる。他の基材が用いられる場合にも、これがあてはまる。
【００９１】
　本発明に応じて設計された装置で生産されたまたは本発明の方法により生産された金属
化物も、もし磁化性の金属を含むなら、磁気テーブル、磁気ゲーム、例えば冷蔵庫ドア上
の磁気表面などの磁化性の機能的部材の分野で使用可能である。これらを、良熱伝導性が
有利である分野、例えば弁座ヒーター用のホイルや床加熱、絶縁材料などの分野で用いる
ことができる。
【００９２】
　本発明により電解的に被覆された表面の好ましい用途は、このようにして製造された製
品が、プリント回路基板、ＲＦＩＤアンテナ、トランスポンダアンテナ、弁座ヒーター、
フラットケーブル、無接触チップカード、一面または両面上に形成された薄い金属箔また
はポリマー支持体、箔導電体、太陽電池セルまたはＬＣＤ／プラズマスクリーン中の導体
トラック、または例えば包装材用の装飾用途として使用されるものである。
【００９３】
　特に、本発明の方法と本発明の装置とを、個々の基板を、例えばプリント回路基板を電
着塗装するのに用いてもよい。
【００９４】
　カソードとして接続可能なローラーの寸法とローラー間の距離は、均一にメッキされる
最小の構造物の長さにより決められる。このメッキされる最小構造物の長さが小さいほど
、選択されるローラー距離が小さくなり、したがってローラー直径も小さくなる。
【実施例】
【００９５】
　以下、本発明を図面を参照しながらより詳細に説明する。これらの図は、それぞれ例と
して、ただ一つの可能な実施様態を示す。もちろん、以下の実施様態とは別に、他の実施
様態でまたはこれらの実施様態の組み合わせで、本発明を実施してもよい。
【００９６】
　図１は、連続的に接続された相互に対向するローラーを有する本発明の設計の装置を示
す。
【００９７】
　図２は、カソードとして接続可能なローラーを回転可能なシャフト上にもつ本発明の設
計の装置を示す。
【００９８】
　図１は、連続的に接続された、相互に対向するローラーを有する本発明の設計の装置を
示す。
【００９９】
　本発明の設計の電着塗装装置１は、カソードとして接続可能なローラー２を有している
。この実施様態においては、３個のローラー２が、それぞれ連続的に接続され、二個のロ
ーラー２が相互に対向している。
【０１００】
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　これらのローラー２は、浴３中に存在している。この浴３は、電解液５を含んでいる。
この電解液の組成は、塗装の際に使用する材料により決まる。通常、金属塗装は電解的な
方法で行われる。電着塗装で析出する従来の金属としては、例えば金や、ニッケル、パラ
ジウム、白金、銀、スズ、銅、クロムがあげられる。しかしながら、原理的には、基層の
最も貴金属性の低い金属に対して同等以上の貴金属性を持つ金属は、すべて電着塗装に使
用できる。必要なら、塗装される基材を、続けて複数の装置に通してもよい。必要なら、
基材上に基層を逐次的に、この場合は異なる金属で形成してもよい。
【０１０１】
　電着塗装装置１には、電着塗装可能な基層９を有する基材７が供給される。この基層９
は、構造化されていてもよいし、全面的に形成されていてもよい。図１に示す実施様態で
は、この基層９は構造化されている。また、電着塗装される基層９を、基材７の上面１１
と基材７の下面１３の両方に有している。電着塗装可能な基層９を有する基材７は、それ
ぞれ二つの対向するローラー２間に供給される。基材７を通す（その移動方向を矢印１５
で示す）と、これらのローラー２は、基材７の移動方向１５に対して垂直に移動する。基
層９を有する基材７に接触する第一のローラー対１７の場合、開始位置が破線で示され、
接触後の位置が実線で示される。
【０１０２】
　基材７の厚みによって、第一のローラー対１７の上ローラーが持ち上げられ、第一のロ
ーラー対１７の下ローラーが押し下げられる。この移動の結果、第一のローラー対１７の
二個のローラー２が、スライド接点１９に接触する。スライド接点１９により、第一のロ
ーラー対１７の二つのローラー２がカソードとして接続される。ローラー２と基材７上の
基層９との接触の結果、基層９もまたカソードとして接続される。金属が、電解液５から
基層９上に析出する。
【０１０３】
　カソードとして接続されているローラー２上への金属の析出がほとんどないか、全くな
いようにするため、これらのローラー２は、それぞれ遮蔽材２１で覆われている。この遮
蔽材２１は、電解液がローラー２の表面に達するのを実質的に防止する。好ましくはロー
ラーが両方回転可能で径方向に外せるように、遮蔽材上に弾力性リップ２３が取り付けら
れる。例えば第二ローラー対２５または第三ローラー対２７のように、ローラー対の二つ
のローラー間に基材がない時、この弾力性リップ２３は、好ましくはローラー２に乗って
いる。図１の第一ローラー対１７に示されるように、基層９を有する基材７がローラー対
１７の二つの対向するローラー２間に供給されると直ちに、好ましくは、この弾力性リッ
プ２３が基材７の上面１１または下面１３にのる。このようにして、基材７と遮蔽材２１
との間の隙間が閉鎖される。電解液がローラー２に至らなくなる。したがって、また電解
液からローラー２上に金属が析出しなくなる。
【０１０４】
　弾力性リップ２３に代えて、一方でローラー２の表面に他方で遮蔽材２７または基材７
に接触する弾力性のある表面を持つローラーを用いることができる。
【０１０５】
　この実施様態においては、一つのアノード２９が、それぞれ二枚の遮蔽材２１の間に保
持されている。このアノード２９は、格子状アノードとして設計されていることが好まし
い。
【０１０６】
　電解液５中の金属イオンの濃度は、金属の電着塗装可能な基層９上への析出により減少
するので、好ましくは電解液を補充することができる。これらのアノード２９が格子状ア
ノードとして設計される場合、例えば、図１の矢印３１で示されるように、電解液をアノ
ード２９を経由して補充することができる。アノード２９に沿った電解液の供給は、ロー
ラー２間の中間領域にフレッシュな電解液が供給されるといる利点を有している。例えば
図１に示すように、その間を基材７が供給されない場合に相互に接触し、そうでない場合
基材７に接触するローラーの位置によっては、二つのそれぞれ隣接するローラーの中間の
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空間に電解液を交換することがたいへん難しくなる。
【０１０７】
　あるいは、アノード２９内に電解液供給用の流路を形成することもできる。この場合は
、アノード２９を格子状電極として設計する必要がない。
【０１０８】
　方向１５に基材７を移動させることで、個々のローラー対１７、２５、２７が、基材７
上の基層９と、順次接触する。基材７が通過するこれらのローラー対１７、２５、２７は
、それぞれ該当するスライド接点１９に接触している。これらのローラー２が連続的に接
続されていることは、塗装される基層９のカソードとして接続された電極（ここでは、ロ
ーラー２）との接触時間を増加させる。より厚い層が形成できる。
【０１０９】
　例えば、ローラー対１７、２５、２７の個々のローラー２を駆動させることでこの基材
７がローラー対１７、２５、２７の間を輸送される。あるいは、ローラー対１７、２５、
２７のすべてのローラー２を駆動してもよい。しかしながら、好ましくは基材７の同一の
面にあるローラー２がそれぞれ駆動される。したがって、例えば基材７下面１３のローラ
ー２または基材７上面１１のローラー２のどちらかを駆動してもよい。
【０１１０】
　上述の遮蔽材があっても少量の金属がローラー２上に析出する場合、これらのローラー
２を除去したり、アノードとして接続して洗浄することができる。ローラーのアノードと
しての接続は、例えばスライド接点１９をアノードとして接続し、基層を持たない基材を
装置に供給し、ローラー２をアノードとして接続されたスライド接点１９に接触させるこ
とにより行うことができる。
【０１１１】
　図２は、本発明の装置の第２の実施形態を示す。
【０１１２】
　図２に示される実施様態においては、カソードとして接続可能なローラー２が、回転可
能なシャフト４１上に配置されている。しかしながら、図１に示す実施様態とは異なり、
図２に示す実施様態では、基層９を持つ基材７の片面のみが塗装される。図１に示す実施
様態のように、ローラー２は、弾力性リップ２３をその上に有する遮蔽材２１で覆われて
いる。この電着塗装対象の基層９を有する基材７は、装置１に沿って供給される。その際
、少なくとも一個のローラー２が基層９に接触する。ローラー２と基層９との接触の結果
、基層９がカソードとして接続される。金属が基層９上に析出する。図１に示す実施様態
のように、図２に示す実施様態でも、基層９を持つ表面１１に接触するローラー２のみが
カソードとして接続される。
【０１１３】
　ローラー２が配置されているこの回転可能なシャフト４１は、中空シャフトとして設計
することが好ましい。シャフト４１の内部には、アノード４３が存在している。
【０１１４】
　ローラー２上に析出した可能性のある金属を除くために、基層９と接触していないロー
ラー２をアノードとして接続することができる。好ましくは、塗装される基層９から最も
離れて存在するローラー２が、アノードとして接続される。これらのアノードとして接続
されたローラーは、図２では４５で示される。
【０１１５】
　これらのアノードとして接続されたローラー４５は、カソード４７に対向して、電流が
流れうるようになることが好ましい。
【０１１６】
　短絡を避けるために、アノード４３とアノードとして接続されたローラー４５との間に
遮蔽材４９があることが好ましい。
【０１１７】
　基層９と接触せずカソードとして接続されていないこれらのローラー２は、無極である
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【０１１８】
　アノードとして接続されたローラー４５が洗浄のために供給される上記の実施様態変例
の代わりに、基層９と接触していないローラー２を取り外して、装置１の外部で洗浄する
こともできる。しかしながら、アノードとして接続されたローラー４５を洗浄に使用する
ようにする場合、全体の装置１を電解液５で覆うことが好ましい。ローラー２が洗浄のた
めに取り外される実施様態では、基材７の表面１１を電解液で覆うだけで十分である。基
材７の上面１１上の基層９に接触しないローラー２は、電解液の外部に存在していてもよ
い。しかし、アノード４３は、同様に電解液５中に存在する必要がある。しかしこの場合
、アノード４３が、図２に示されるように中空シャフトとして設計されたシャフト４１の
内部ではなく、シャフト４１の外部にあってもよい。
【符号の説明】
【０１１９】
　１：電着塗装装置
　２：ローラー
　３：浴
　５：電解液
　７：基材
　９：基層
　１１：上面
　１３：下面
　１５：移動方向
　１７：第一のローラー対
　１９：スライド接点
　２１：遮蔽材
　２３：弾力性リップ
　２５：第二のローラー対
　２７：第三のローラー対
　２９：アノード
　３１：電解液補給品
　４１：シャフト
　４３：アノード
　４５：アノードとして接続されたローラー
　４７：カソード
　４９：遮蔽材
　５１：遮蔽材
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【図１】 【図２】

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月23日(2008.9.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材（７）の表面上に構造化された又は全面の基層（９）を電着塗装する装置であって
、
カソードとして接続可能であり、且つ電着塗装中は基層（９）に接触する、少なくとも一
個の回転可能に装着されたローラー（２）を含む、少なくとも一個の電解液浴（３）を有
し、
基層（９）が、塗装の間、電解液浴（３）中に収容された電解液（５）によって覆われ、
且つ少なくとも一個のローラー（２）に対して相対的に移動し、
カソードとして接続可能な少なくとも一個のローラー（２）が、基層（９）と接触する間
はカソードとして接続可能であり、基層（９）との接触がなくなると直ちに無極またはア
ノードとして接続可能であり、
ローラー（２）が、ローラー（２）の表面に電解液（５）が供給されるのを実質的に防止
する遮蔽材（２１）で囲まれ、
遮蔽材（２１）と基材の表面（７）との間に隙間が形成され、且つ
遮蔽材（２１）と基材の表面（７）との隙間が、弾力性のある表面を持つローラーで密閉
されていることを特徴とする装置。
【請求項２】
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　基層（９）を有する基材（７）が電解液浴（３）を通して輸送される間、カソードとし
て接続可能な少なくとも一個のローラー（２）が、電解液浴（３）中に静的に保持される
ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　カソードとして接続可能な少なくとも二個のローラー（２）が、電解液浴（３）中で連
続的に接続されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の装置。
【請求項４】
　アノード（２９）が、カソードとして接続可能な二個のローラー（２）の遮蔽材（２１
）の間に設けられていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　アノード（２９）が、格子状アノードとして設計されていることを特徴とする請求項４
に記載の装置。
【請求項６】
　アノード（２９）領域における二個の遮蔽材（２１）の間に電解液を供給することがで
きることを特徴とする請求項４又は５に記載の装置。
【請求項７】
　カソードとして接続可能なローラー（２）への電気供給が、スライド接点（１９）を経
由して行われることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　カソードとして接続可能なローラー（２）が、基材（７）によりスライド接点（１９）
に押し付けられることを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　二個のローラー（２）がそれぞれ相互に対向し、基材（７）がその間を通過し、基材（
７）の上面（１１）及び下面（１３）上の基層（９）を同時に塗装することができること
を特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　基材（７）をローラー（２）に沿って輸送する輸送装置が、ローラー（２）に面してい
ることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　カソードとして接続可能なローラー（２）が、回転シャフト（４１）の外周上に配置さ
れることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　回転シャフト（４１）が中空シャフトとして設計され、少なくとも一個のアノード（４
３）がその中に配置されていることを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　基材（７）の表面上の構造化された又は全面の基層（９）を電着塗装する方法であって
、
基層（９）が、電解液（５）で覆われ、且つカソードとして接続可能な少なくとも一個の
ローラー（２）と接触し、
カソードとして接続可能なローラー（２）が、基層（９）及び／又は基材（７）と接触す
る間はカソードとして接続され、基層（９）及び／又は基材（７）との接触がなくなると
直ちに、この上に析出した材料を除去するために、無極又はアノードとして接続されるこ
とを特徴とする方法。
【請求項１４】
　最初の電着塗装方法の後に、基材（７）が塗装面に垂直な軸の周りを回転し、次いで再
び電着塗装方法を行うことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の装置あるいは請求項１３又は１４に記載の方法
を、プリント回路基板上の導体トラック、ＲＦＩＤアンテナ、トランスポンダアンテナま
たは他のアンテナ構造物、チップカードモジュール、フラットケーブル、弁座ヒーター、
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箔導電体、太陽電池セルまたはＬＣＤ／プラズマスクリーン中の導体トラックを製造する
ために、電磁波遮蔽用、熱伝導用または包装材料に用いられる製品の装飾または機能的表
面を製造するために、または何らかの形状の電着塗装製品を製造するために使用する方法
。
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【要約の続き】
れ、基層（９）及び／又は基材（７）との接触がなくなると直ちにこの上に析出した材料を除去するために無極また
はアノードとして接続される。
【選択図】図１
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